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⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・紙の重さや厚さを調べることで枚数を求めることができた。


・ある量を調べるときには，比例している別の量に置きかえて調べることもできる。





④共同追究後半（思考を深める）


「なぜ重さや厚さに置きかえて枚数が求められるのだろう？」


→「枚数が2倍，3倍となれば，厚さや重さも2倍，3倍となり，枚数と重さや厚さは比例しているから。」


「ｘ枚の重さをｙｇとすると，ｙ＝16／5ｘと表せるので，式からも枚数と重さが比例することがわかる。」





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの求め方にも共通していることは何だろう？」


→「残りの紙と枚数のわかっている紙の重さや厚さの比を用いて，○枚の重さ×○枚のいくつ分で計算している。」





③個人追究:残りの紙の重さや厚さを調べ，枚数のわかっている紙の重さや厚さをもとに，枚数の求め方を説明する。








②学習課題:枚数のわかっている紙の重さや厚さを利用して，残りの枚数を求めよう。





②見通し:1枚ずつ数えるのはたいへんだ。


→枚数を別の数量に置きかえて求められないか。





⑥定着･活用問題


縦50cm，横75cm，重さが100ｇの厚さが一定の大きな長方形の銅板から，右の図のような形を切り取りました。


この銅板の重さがわかっているとき，その面積


を求める方法を説明しましょう。




















①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・比例する２量の関係を表・グラフ・式に表すことができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・表・グラフ・式をもとに，変化や対応の観点でみて比例かどうか判断する学習をしている。


○共同追究での新たな見方・考えた


・ある量を比例する他の量に置きかえて調べる。


○新たな見方・考え方を支える学習


・比を使って数量を求める学習を経験している。





≪学習問題≫


500枚のコピー用紙から，何枚か使いました。残りの枚数を求めるには，どのようにすればよいでしょうか。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・導入では，500枚の束のコピー用紙と，何十枚か使ったコピー用紙の2つを提示することでイメージ化を図りたい。


・日常経験を想起させ，枚数と重さの関係が比例関係になることを確認して，学習課題を設定したい。


・重さと厚さの両方から追究ができるようにするために，教材研究で誤差の扱いを明らかにしておきたい。








